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通巻 第７５号 

令和７年６月 

平素は佐倉市ボランティア連絡協議会の活動にご理解ご協力をいただきありがとうございます。 

令和６年度は、佐倉市Ｖ連にとって大変充実した一年となりました。市民活動発表会やふれあいギャラリー

への参加から始まり、所沢Ｖ連の来訪がありました。同じ悩みを持つボランティアとの交流はとても有意義

なものでした。また、順天堂大学の松山先生をお招きし研修会を開催。Ｖ連会員の皆さんといろいろと話し

合うことが出来たりと、昨年度は「これからのボランティアのあり方」を深く考える一年だったように思い

ます。そんな一年を、私が右足不調で休んでいた中、役員の皆が一丸となって多忙な日程を 

乗り越えてくれました。これからも会員の皆様のお役に立つ企画を考えていきたいと思います。 

令和７年度もよろしくお願いします。   

佐倉市ボランティア連絡協議会会長 住吉アキ子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                 

 佐倉市ボランティア連絡協議会  会 長 住吉 アキ子 

 

 

 

＜協議事項＞ 

（１）令和６年度 活動報告・決算報告・会計監査報告                      

（２）令和７年度予算（案）                        

（３）令和７年度活動計画（案）※右記参照 
 
今年度新規加入  2 団体 
 ・クルクルキッズカフェ 
 ・佐倉小学校ガードボランティア「ひまわり会」 
 新規加入・個人ボランティア 3 名。 
みなさまのご活躍楽しみにしています❤ 今後ともご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

※以上、すべての議案について承認されました。ありがとうございました 。  

運営委員会出席者 １０団体(１９団体中)１４名、個人１５人（２５人中）社協より３名 計３２人 

 

 

 

 

 

開催予定日 活動内容

4月26日 第1回運営委員会（総会）

6月 V連協だより75号発行

7月10日 バス研修

10月1日 赤い羽根共同募金

11月30日 市民公益活動発表会

12月7日 第2回運営委員会

12月9日～14日 第15回障害者作品展

2月 広報紙「はらっぱ」52号発行

2月11日 第44回 ボランティアのつどい

3月 V連協だより76号発行

時期・内容は未定 研修会開催

 

建設技術展示館は、最新の建設技
術や国土交通省の取り組み、DX 体
験など小さなおこさまから学生、技
術者といった幅広い層に「見て！触
れて！知る（学べる）！」体験型
施設です。 
 

2021 年にオープンした「テント」は地産地消をテーマに、農産物の他パンやお弁

当、地元の加工品も数多く揃えています。「つばさ」は、食と健康がテーマの地元

食材にこだわったオリジナル料理を提供するお店が集まったレストラン棟です。 

【収集活動①】 
≪切手収集≫ 

「使用済切手収集の会」より、 

使用済切手売上金 8,000 円を 

市社協に寄付をしたと報告が 

ありました。 

ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

【収集活動②】 
≪ベルマーク対応インクカートリッジ収集≫ 
 

使用済みインクカート 

リッジを回収して、 

各小学校にお届けしています。 

http://www.sakuravren.com/
mailto:info@sakuravren.com


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 
  

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
  

 

 
 
                                                

     

  

 

  

 

  
 
 
 
                   

  
今回のつどいは、日頃ボランティア活動をしている仲間が集まりパラスポーツの『ボッチャ』を楽しみまし

た。丹羽吏子指導員のジャッジ説明後「難しく考えず、みんなで楽しみましょう！」の声とともにグループご
とにチームを組んで競技開始。小学生から大人まで、会場は笑顔にあふれていました。 
終了後は、とても楽しかった！投げる力加減が難しかった！など皆さんに喜んでいただけたようです。 
「東京 2025 デフリンピック」のパネル展示も行い、参加者に 
周知しました。 
― 参加者の声 ― 
・とても楽しかったです。皆さんの表情が素敵でした。 
・とても工夫されていて楽しめました。役員さんありがとうございました。 
・初めてのボッチャでしたが、とても楽しかったです。 
・様々な世代や立場の人と共に楽しむことが出来た。最高！ 

 

 

 
 
 
 
 
 

第 1 回運営委員会の後半は、「今、求められているボランティア活動とは」 

～私が望むこれからのボランティア～と題して、佐倉市社会福祉協議会 

 事務局長 深沢孝志さんにお話をしていただきました。 
 
  
 

 

 

 

 
 
 
 
 

ボランティアやＶ連役員との出会いで培われた自分の役割、今まで関わってきた福祉教育や災害ボランティア活動の 

貴重なエピソードを交えた内容で、改めてボランティア活動の良さや大切さを再認識できました。 

最後に、「多様なニーズに応えていく事も大事ですが、SNS だけではなく、顔と顔をつき合わせて、心をふるわすような 

出会いのある今の活動をずっと続けてください。そして、困った事があったらいつでもボランティアセンターに相談して 

ください。」とエールをいただきました。 

 

○私を支えてくれたボランティア 

・福祉教育で障がいのある方を講師として講演していただくことにより、いつもは支えられる側が、こどもたちに対して
ボランティアをする側になることに気づかされた。 

・東日本大震災後、災害ボランティアとして赴いた福島県相馬市や岩手県陸前高田市の災害ボランティアセンターで、他
の職員は避難所支援に行っている為休むこともなく一人で切り盛りしているセンター長を、婦人会や労組、休日の市の
職員等ボランティアの方々が支えていた姿を目の当たりにした。 など 

【参加者の声】 
・深沢氏の講演、体験談が新鮮で実感が伝わってきました。 
・深沢さんのお話。「うなずける」言葉がいっぱいでした。ご一緒にボランティアをやったように、 

深沢さんと歩んでいる気分になり、自分はまちがっていなかったと、あらためて「ボランティア」 
を大切に育てたいと確信したお話でした。 

・深沢さんの貴重なお話が聞けて良かったです。心にしみました。 

 

 
もうすぐ梅雨がやってきます。ジメジメ時期に備えて我が家では「カビ対策」の準備を始めます。 

ポイントは「水気を残さない」「換気をまめにする」「除湿グッズを活用する」の３つ。お風呂や押入れの 

換気を意識すると良いですね。また、食中毒も懸念されます。食べ物の管理も気をつけてください。 

生または加熱不十分な生鮮魚介類は、食中毒の原因となることがあります。 

アニサキスは食べて数時間後から数日後に激しい腹痛を起こします。冷凍または加熱処理が必要とのこと。 

参考（アニサキス：寄生虫 －２０℃で２４時間以上の冷凍または７０℃以上の加熱で死滅） 


